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　４月２日（火）４日（木）の２日間、小学生対象の春休

み・おりがみ教室が開催され、１８名の新１年生から新６

年生の子ども達が参加しました。

　今年も途中休憩をいれながら、楽しい雰囲気の中で折り

紙を使って制作し、出来上がった作品を色紙に貼り完成さ

せていました。この作品は和紙の里文化フェスティバル創

作美術展に展示しますのでぜひご覧ください。

きれいに折れたかな？
　　　　　　　　おりがみ教室＞＜＞＜＞＜＞＜＞＜＞＜＞＜＞＜＞＜＞＜

　この本は槻川小学校に通う児童からの推薦です。

　ノンフィクション作家である城島充さんという方が、

さいたま市に、阪神淡路大震災で亡くなったおにいちゃ

んのランドセルを背負って学校に通う、とても元気な小

学生がいる家族を書いた物語です。

　たくさんの命を奪った自然の恐ろしさ、１５年の歳月

をかけて、残された家族はどんな思いと向きあってきた

のか。２人の子どもを亡くした

悲嘆は決して小さくならないけ

れど、新しく生まれた二つの命

をとおして、家族のありかたを

知り、皆で助け合い、癒しあい

前を向いて生きていく姿が描か

れています。もちろん、子ども

たちにぜひ読んで欲しい児童書

ですが、保護者にもぜひおすす

めします。
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